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メモ、を意、普告 


メモ： コン ピュータを使いやすくずるための重要な情報を説明しています。 

〇 ホ 意； ドウエアの損協やデータの損失の可能巧を示し、そのあ険を回避するための方法を説明しています。 
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作業を開始する前に 

Dell Studio … Slim 540 s サー ビス マニュアル 

♦ 遞 

♦ 奨励する ツール 
♦ コンピュータの電源を切る 
• を全にお巧いいただくためのを 恵 

本章では、お使いのコンピュータからコンポーネントを取りかしたり、取り付けたりする手順じついて説明します。特に指示力嘴い限り、それぞれの手順ではな下のを件を満たしていることを前提としま 
す。 

I コン ピュータの電源を切 る と 安全にお使いいただ < ためのま 意 の 手順をすでに完了していること。 

I コンピュータに同おのま全に関する情報を読んでいること。 

I コンポーネントを交換する力、、または別途廣乂している場合は、取り外し手順と逆の順番で取り付けができること。 


仕様 


お使いのコンピュータの巧術仕谢こ関する詳細は、コンピュータに同おの『セットアップガイド』、またはデルサポートサイト support . jp . dell.com を参照してください。 


奨励するツール 

本書で説明する手顺では、細めのプラスドライバが必要な場合があります。 


コンピュータの電源を切る 

Q を意； データの損失を防ぐため、開いてし、るすべてのファイルをほをしてから閉じ、実行中のすべてのプログラムを鞍了してから、コンピュータの電源を切ります。 

1 . ホペレーティングシステムをシャットダウンします。 

2. コン ピュータとすべての周辺谜器の電源が切れていることを確認します。オペレーティングシステムをシャットダウンした隙に、 コン ピュータおよび取り优ナられてしぶデバイスの電源が自動めに 
切れなかった場合は、電源ボタンを 4 秒な上巧し続けて電源を切りまず。 


安全にお使いいただくためのを意 


コン ピュータへの損傷を防ぎ、ご自まをを険から守るため、次の安全に関するを意事谢 こがって 〈ださい。 


^ 警告； コンピュータ巧巧の作業を始める前に、お巧いのコンピュータに付*しているガイドのまをにお巧いいただ<ためのを意事 S をも '» みください。まをにも'巧いいただけこめの 
ベストプラクティスの追な]情報に田しては、規制順守ホームベージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご!!ください。 

〇 を意； コンピュータの修强ホ、認可されたな術者のみが行って<ださい。デルで認められていない修理（内部作業）による損傷は、保証の巧象となりません。コンピュータに付属している『システ 
W ム情報ガイド』の安全にお使いいただくためのを意事項を読み、その指示に巧ってください。 

〇 を意： ケーブルを外す瞭じは、ケーブルそのものを引っ張らず、コネクタまたはそのプルタブを持って引き巧いてください。ケーブルによっては、ロックタブ付きのコネクタがあるケーブルもありま 
y す。このタイプのケーブルを取りがすときは、ロックタブを押し入れてからケーブルを巧きます。コネクタを巧〈瞭ロホ、コネクタピンを巧げないように、まっすぐ弓 I きないて<ださい。また、ケーブル 
を接続する斷ま、両方のコネクタの巧きが合っていることを確認してください。 

〇 を 意： コン ピュータの損協を化ぐため、 コン ピュータ巧部の作業を姑める前に、巧の手順を実斤します。 


1 . コン ピュータのカバーじ傷がつかないように、作業台が平らであり、巧れていないことを確認します。 


2 . コン ピュータの電源を切ります (コン ピュータの電源を切 るを参照）。 


Q ま 意： ネットワークケーブルを取りがすには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次にケーブルをネットワークデバイスからがします。 


3 . 電話ケーブルやネットワークケーブルをすべてコンピュータから取りかします。 


4 . コンピュータ、および取り付けられているすべてのデバイスをコンセントからかします。 


5 . システムのコンセントが外されている時に電源ボタンをしばらく巧して、システム基巧の詩電気を除去します。 













O を意； コンピュータ内部の部品に触れる前に、コンピュータ背面の金属部など塗装されてし々い金属面に触れて、身体の詩電気を除去してください。巧業中も、定期的に塗装されていない金属 
^面におれて、内蔵コンポーネントを損傷するおそれのある静電気を除去して〈ださい。 
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サポートブラケットの交換 

Dell Studio … Slim 540 s サー ビス マニュアル 

A 替告； コンピュータ巧部の作業を枯める前に、お巧いのコンビュータに付属しているガイドの安全にも’巧いいただ<ためのを意事項をお読みください。安をにお巧いいただ<ための 
ベストプラクティスのを化情巧に拍しては、規制顆守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご9|<ださい。 

1. 巧業を閱始ずる 前に のキ IIIM じがって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします (コンピュータカバーの 交換を参照）。 



1 

サボートブラケット 

2 

力ード固まブラケット 

3 

力ード固定リリースレバー 




3. 力ード固定ブラケットをかすには、カード固定リリースレバーを上に上げます。 

4. サポートブラケットに接結されているケーブルをすべてかします。 

5. サポートブラケットを回短して、ヒンジタブから巧します。 

6. サポートブラケットを取りかけるには、サポートブラケット下のヒンジをコンピュータ端にあるヒンジタブに揃えて差し込みます。 

7. サポートブラケットを下向きに回転します。 

8. サポートブラケットの切り込みを、 M - ドディスクドライブベイのス□ツトに合わせ、押し下げます。 

9. サポートブラケットに接結されていたすベてのケーブルを取り付けます。 

10. サポートブラケットが正しく取りがけられてし巧ことを確認し力ード固定ブラケットを取り讯ナます。 

11. コンピュータカバーを取り付け ますり ンピ ュータ カバーのを 渔を 参照）。 
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ゴム製足の取り付け 

Dell Studio ™ Slim 540 s サービスマニュアル 

♦ お使いのコンピュータ側面のゴム製をの取り付け 

♦ コンピュータ底部のゴム製足の取り付け 


A 警吿； コンピュータ巧巧の作業を抬める前に、お巧いのコンピューかこ付*しているガイドのま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにお巧いいただくための 
ベストプラクティスの追な]情報に曲しては、規が顆守ホームベージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご91<ださい。 


お使いのコンピュータ側面のゴム製足の取り付け 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従って作業してください。 

2. コンピュータカバーが横を巧くように織置きじします。 


3. ゴム製足をシャーシからかれるまで引き離します。 


b メモ： 新ししけム製足を取りがける場合は、ゴム製足にがいてしぶ両面糊を剥がします。 

4. ゴム製足を取り替えるには、シャーシのゴム製足スロットにゴム製足を合わせてから押し化みます。 

5. ゴム製足用ピンをゴム製足の巧に合わせてから巧し込みます。 



1 

ゴム製迈スロット 

2 

ゴム製足 

3 

ゴム製足用ピン 




コンピュータ底部のゴム製足の取り付け 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順になって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーが上向きじなるよう、コンピュータを横にします。 


3. ゴム製足を引っぱり、外れるまでシヤーシから引き離します。 


& メモ： 巧しし N ゴム製足を取り付ける場合は、ゴム製足に付いている両面糊をまりがします。 

















4 . ゴム製足を取り付けるには、シャーシのゴム製足巧へこみにゴム製足を合わせてから押し込みます。 



[1 I ]ゴム製足 


T 2 1^^ム製足用へこみ 
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PCI / PCI Express 力ードの交換 

Dell Studio … Slim 540 s サー ビス マニュアル 

♦ PCI/PCI Express 力ードの巧り夕 I •し 

♦ PCI/PCI Express 力ードの取り付け 

♦ PCI/PCI Express 力ードを取りがし、または取り付けたをの コン ピュータの設定 


^ 警告； コンピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いのコンピュータに付属しているガイドのま全におないいただ<ためのを童事項をお»み<ださい。ををにお巧いいただ<もめの 
ベストプラクティスの追れ] 请 巧に曲しては、規が顆守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご 11< ださい。 

PCI / PCI Express 力ードの取 y 外し 

1. 力ードのドライバとソフトウェアをホペレーティングシステムからアンインストールします。詳細じついては、『セットアップガイド脂参照してください。 

2. 巧業を開始ずる前 I こ の手順に従って作業してください。 

3. コンピュータカバーを取りみします ( コンピュータカバーのを 巧 を を照）。 

4. 力ード固定リリースいく一を引き上げて、力ード固定ブラケットをかします。 



[ ir カード固定リリースレバ ー1^ 力ード固定ブラケット1 


5. サポートブラケットを巧します ( サポートブラケットの交換 を き照）。 

6. 必要に応にて、力ードに接続されたケーブルをすべて外します。 

I PCI 力ードは、上端のちをつかみ、コネクタからゆっ<り引き巧きます。 

I PCI Express 力ードは、固をタブを引いてから力ードの上隅をつかみ、コネクタからゆっくリ引き巧きます。 

7. 既存の力ードを交換する場合は、 PCI/PCI Express 力ードの取りが け の 手順6 へ進んでください。. 

8. 力ードを取りかしたままにする場合は、をの力ードスロット開口酣こ フイ ラーブラケットを取り付けます。 

〇 ま意： コンピュータの FCC 認証を滿たすため、をの力ードスロット開口部じはフイラーブラケットを取り巧ける必要があります。 ますこ、 フイラーブラケットを装着すると、コンピュータをほこりやゴミ 
〜 から保譲できます。 

9. サポートブラケットを固定し次の事項を確認しながら力ード固定ブラケットを巧し下げてスロットじ収めます。 

I ガイド留め具がガイド切り込みに揃ってし、る。 

I すべての力ードとフイラーブラケットの上端が位置合わせパーと平らに揃ってし、る。 

I 力ード上卽または フイ ラーブラケットの切り込みが、位置合わせボイドと合っている 

10. コンピュータカバーを取り付け、コンピュータとデバイスをコンセントに巧続し電源を入れます。 

11. 取りがしイ乍業を完了するには、 PCI/PCI Express 力ードをおり外し、または取り付けた後のコンピュータの 設定を参照してください。 






















PCI / PCI Express 力ードの取り付け 


1. 巧業を閱始する 前に の丰 I 帽じ化って作業してください。 

2. コン ピュータ カバーを取りかします。 コン ピュ ータカバーの 交搜 を 参照してください。 

3. 力ード固定リリースレバーを引き上げて力ード固定ブラケットを巧します。 

4. サポートブラケットを取りかします ( サ ポートブラケットの 交換 を 参照）。 

5. フイ ラーブラケットを取り巧して、力ードスロットのをきを巧ります。 

t 力ードを取りがける準楠をします。巧の情報に関しては、力ードにか属のマニュアルを参照してくださし、。 

I 力ードの設定とカスタマイズ 
I 内部での接続 

7. カードをコネクタに合わせます。 

。 メモ ： PCI Express 力ードを xl 6 コネクタに取り付ける場合は、固をスロットと固をタブが揃うようにします。 



1 

PCI Express xl 6 力ード 

2 

固定タブ 

3 

PCI Express xl 力ード 

4 

PCI Express xl 力ードスロット 

5 

PCI Express xl 6 力ードスロット 




8. 力ードをコネクタに置き、しっかりと巧し下げます。力ードカなロットに完全に装着されているか確認します。 



1 

位置合わせバー 

2 

完全に装着されたカード 

3 

完全に装着されていなしけード 

4 

位置合わせガイド 

5 

スロット内のブラケット 

6 

ス □ット の外測にはみ出したブラケット 


9. サポートブラケットを固定し、次の事項を確認しながら力ード固定ブラケットを巧し下げてスロットに収めます。 





































I ガイド留め具がガイド切り込みに揃ってしぶ。 

I すべての力ードとフイラーブラケットの上端が位置合わせパーと平らに揃ってし、る。 

I 力ードまたは フイ ラーブラケット上部の切り込みが、な置合わせガイドと合ってし、る。 

Q をか 力ードケーブルは、力ードの上や後ろ側に配線しないでください。ケーブルを力ードの上に配線すると、 コン ピュータカバーがきちんと閉まらなかったり、装置が損裔する原因になります。 

10. 必要に応じて、力ードに巧結するべきケーブルを巧統します。 

力ードのケーブル巧結については、力ードにが属のマニュアルを参照してください。 

11. コンピュータカバーを取り付け.コンピュータとデバイスをコンセントに巧続し電源を入れます。 

12. インストールを完了するには、 PCI/_PCI Express 力ードを的りがし.または巧りせけも後の コン ピュータの 設定をきおしてください。 


PCI/PCI Express 力ードを取り外し、または取り付けた後のコンピュータの設定 

じ メモ： コネクタの位置については、『セットアップガイド J を参照してください。お使いの力ードのドライバおよびソフトウェアのインストールに関する情衝は、力ードに同巧の説明書を参照して〈ださ 
い。 



巧 y 巧け巧み 

巧 y かし巧み 

サウ 

ンド 

力一 

卜* 

1. セットアッブユーティリティを起動し 
ます （セットアップユーティ U ティが 

1. セットアップユーティリティを起動し 
ます (セットアップユーティ U ティが 

参照)。 

2. 1 ntegrated Peripherals に 
移動し、 Onboard Audio 
Controller を選択して、設定を 
Disabled じ変更します。 

3. か付けホーディオデバイスをサウ 
ンドカードのコネクタに巧続します。 

参照）。 

2. 1 ntegrated Peripherals に 
移動し、 Onboard Audio 
Controller を選択して、設定を 
Enabled に変更します。 

3. 外付けホーディオデバイスをコンピ 
ュータの背面パネルコネクタに接続 
します。 

ネッ 

卜7 
—ク 
力一 

卜* 

1. セットアッブユーティリティを起動し 
ます （セットアップユーティ U 干ィホ 
参照)。 

2. 1 ntegrated Peripherals \z 
移動し、 Onboard LAN 
Controller を選択して、設定を 
Disabled じ変更します。 

3. ネットワークケーブルをネットワー 
クカードのコネクタに接統します。 

1. セットアップユーティリティを起動し 
ます (セットアップユーティ U ティが 
参照）。 

2. 1 ntegrated Peripherals に 
移動し、 Onboard LAN 
Controller を選択して、設定を 
Enabled に変更します。 

3. ネットワークケーブルを内窗ネット 
ワークコネクタに接統します。 
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バッテリの交換 

Dell Studio … Slim 540 s サー ビス マニュアル 

A 替告； コンピュータ巧部の作業を枯める前に、お巧いのコンピューかこ付属しているガイドの安全にも’巧いいただ<ためのを意事項をお読みください。安をにお巧いいただ<ための 
ベストプラクティスのを化情巧に拍しては、規制顧守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご9|<ださい。 

A 警告； 巧しいバッテリは、正し<巧り付けないと巧巧する巧れがあ y ます。巧換用のバッテリには、製造元が推51する同型のもの、またはそれと同等の製品を巧用してください。巧 
用巧みのバッテリは、製造巧の巧示にがって巧棄してください。 

1. セットアップユーティリティのすべての画面を記録しておくと （ セットアッブユーティリ ティ を参照）、 手順10 で正しい設定じを元することができます。 

2. 巧業を開始ずる 前に の手順に;走って作業してください。 

3. コンピュータカバーを取りかします ( コンピュータカバーの交換 を 参照）。 

4. バッテリソケットの位置を確訊•します （ システム某おのコンポーネント をを昭）。 

〇 を意； 先端のお<ない道具を使用してバッテリをソケットから取り出ず場合は、道具がシステム基祝こおれないようを意して<ださい。道具がバッテリとソケットの間けき入されたことを確かめて 
>からバッテリをかすようじして〈ださい。それを怠ると、ソケットカりホカ巧れたり、システム基おの回路力{切断されて、システム基板を損傷する巧れがあります。 

1 


2 


[1 [バツテ IJ (プラス側, [2 [バッテ IJIJIJ - スレバー 1 

5. バッテリリリースレバーを、バッテリから離れる方向に慎重に押すと、バッテリが持ち上がります。 

6. システムからバッテリを取り外し、適切に廃棄します。 

7. バッテリのロラス」側を上に向けて丢斤しいバッテリをソケットに挿入し、巧をのた圏こカチッとはめ込みます。 

1 





1 

バッテリ（プラス側） 

2 

/ くッテリリリースレバー 


8. コンピュータカバーを取りかけます ( コンピュータカバーの交 抱 を を照）。 

9. コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電厢を入れます。 

10. セットアップユーティリティホお動 （ セットアッブュ~ティリ ティ を を照）して. 手 I 旧1 で記録した設をに房します。 


目次に戻る 


















目次に戻る 


コン ピュ ータカバーの 交換 

Dell Studio … Slim 540 s サー ビス マニュアル 

A 替告； コンピュータ巧部の作業を枯める前に、お巧いのコンビュータに付属しているガイドの安全にも’巧いいただ<ためのを意事巧をお読みください。安をにお巧いいただ<ための 
ベストプラクティスのを化情巧に拍しては、規制頭守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご9|<ださい。 

^ 警告； 巧電、ファンブレードによるち巧、その化の予期しないを巧を巧ぐために、カバーを開くかに化ず、コンピュータの電巧プラグをコンセントから巧いてください。 

〇 を意： カバーを開いたシステムでの作業ができるように、にさ30 cm な上の十分なスぺースが作業台上にあることを確認してください。 

1. 作業を開始ずる 前に の 手順にないまず。 

2. コン ピュータカバーが上向きになるよう、 コン ピュータを撒こします。 

3. マイナスドライバを使用して、カバーを固定している2本のネジを外します。 



1 

コンピュータ カ/く 一 

2 

ネジ (2) 


4. コンピュータカバーをコンピュータ後方に向かってスライドさせ、持ち上げます。 

5. カバーをを全な場所に置いておきます。 

6. コン ピュータカバーを取 y 付けるには、 コン ピュータカパー届卽のタブを コン ピュータの緣じあるス□外に揃えます。 

7. コンピュータカバーを押し下げて、コンピュータカバーがしつかりと取り付けられるまでコンピュータの前面に向かってスライドさせます。 


8. メモリカバーを固定している2本のネジを締めます。 












目次に戻る 


プロセッサの交換 

Dell Studio™ Slim 540s サー ビス マニュアル 


A 警告； コンピュータ巧巧の作業を巧める前に、お使いのコンビュータに付■しているガイドの安をにお巧いいただ<ためのを意事巧をお読みください。安をにも'巧いいただ<ための 
ベストプラクティスのを化情巧に拍しては、規制頭守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご9|<ださい。 

〇 を意： ハードウエアの取りがしと取り付けじ慣れている方な州ま、次の手順を巧わないで<ださい。これらの手 I 頃は正しく行わないと、システムる佩こ損傷をちえるおそれがあります。テクニカル 
y サポートに関するデルへのお問い合わせは、『セットアップガイト 1を参照してください。 


1. 巧業を閱始する 前に の 丰 I 帽じ 化います。 

2. コンピュータカバーホ取りがします ( コンピュータカバーの交 抱 を 参睛）。 

A 警告； プラスティック#のシールドがあっても、ヒートシンクアセンブリは正常な»作中に»るになる場合がわ y ます。十分な時向を置いて温度が下がったのをな居してから、ヒー 
トシンクアセンブリに触るようにします。 

3. システム基板上の ATX _ P 0 WER コネクタおよび ATX_CPU コネクタ （ システム其巧のコンボーネント ホき照）から電源ケーブルをかします。 

4. プロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリを取りみします （ プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブ IJ の交 抱 を寒照）。 

メモ： 新ししヴロセッサに新しし、ヒートシンクが必要な場合を除き、プロセッサ交換の際には元のヒートシンクアセンブリを再巧用します。 

5. リリースレバーを押し下げて、レバーを固定しているタブから巧します。 

6. プロセッサカバーを開きます。 



1 

プロセッサカバー 

2 

プロセッサ 

3 

ソケット 

4 

リリースレバー 


7. プロセッサを持ち上げてソケットから取り外し、安全な場巧に保管します。 

巧ししヴロセッサをソケットにすぐに取りがけられるよう、リリースレバーはリリース巧置に広げたままにしておきます。 

〇 ホ意； プロセッサを巧換する隔は、ソケット内側のピンに帥れたり、ピンの上に物を落とさないようにしてください。 

Q ま意： コンピュータ背面の塗装されてしぶい金属面に軸れて、身体から静電気を除去してください。 

Q を意： コンピュータの電源を入れる際にプロセッサとコンピュータに修復できない損傷をちえることを避けるため、プロセッサをソケットに正しく装着してください。 

〇 を意： ソケットピンは損傷しやすいものです。損傷を巧ぐため、プロセッサをソケットに正し<合わせ、またプロセッサの取り付け時に力を入れすぎないようじしてください。システム基板上のピンに 
W 触れたり、ピンを巧げたりしないようを意してください。 


8. プロセッサの底卽に触らないように気をつけながら、新しいプロセッサをお包から取り出します。 














1 

プロセッサカバー 

2 

タブ 

3 

プロセッサ 

4 

ソケット 

5 

センターカバーラッチ 

6 

リリースレバー 

7 

前面位置合わせ切り込み 

8 

プロセッサ1番ピンインジケータ 

9 

後面位置合わせ切り込み 




9. ソケット上のリリースレバーが完全に開いていない場合は、その位置まで動かします。 

10. プ□セッサの前面と背面の位置合わせ用の切り込みを、ソケットの前面と背面の位置合わせ用の切り込みじ合わせます。 

11. プロセッサとソケットの1番ピンの角を合わせます。 

〇 を意： 損惕を防ぐため、プロセッサとソケットが正しく揃ってし巧か確認し、プロセッサを取り付ける瞭に無理な力を加えないでください。 

12. プ□セッサをソケットに串を<置いて、プロセッサが正しく配置されているか確認します。 

13. プ□セッサがソケットに完全に装着されたら、プロセッサカバーを閉にます。 

ブロセッサカバーのタブがソケットのセンターカバーラッチの下にあることを確認します。 

14. ソケットリリースレバーをソケットに向かって回短させて力于ッとはめ込み、プロセッサを固をしまず。 

15. ヒートシンク底面に塗ってあるサーマルグリースを巧き取ります。 

Q ホ意： 新しいサーマルグリースを塗ってください。新しいサーマルグリースは適切な熱接合をおつために極めて重要で、プロセッサが適切に動作ずるための必須条件でず。 


16. プロセッサの上面にサーマルグリースを新たに塗布します。 

17. プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリを取りがけます （ プロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリの交巧 ホを照）。 

Q を意； プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリが正しく装着され、しっかり固をされているか確認します。 

18. システム基板上の ATX ^ POWER コネクタおよび ATX _ CPU コネクタ （ システム基板の コンポーネント を 参照）からの電源ケーブルを巧結します。 

19. コンピュータカバーホ取りかけます ( コンピュータカバーの交 抱 を を睛）。 

20. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


且ジに匡る 


















目次に戻る 


ドライブの交換 

Dell Studio™ Slim 540s サービスマニュアル 

♦ ハードディスクディスクドライブの交換 

♦ 光学:ドライブの交換 

♦ メディアカードリーダーの交換 

♦ FlexDock の交換 

♦ FlexBav / FlexDock 簡易金屋板の取リタん 

♦ FlexBav 7 FlexDock ドライブカバーの取りがけ 


^ 警告； コンピュータ巧巧の作窠を抬める前に、お值いのコンピュータに付属しているガイドのま全にお值いいただ<ためのを意事巧をお読みください。ま全におないいただ<ための 
ベストプラクティスのをれ]情宙に曲しては、規制順ずホームベージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご1|<ださい。 

^ ゾモ： このシステムは IDE デバイスをサポートしません。 

b メモ： 3.5 インチのメディアカードリーダーは、ハードディスクドライブキヤリアと互換性がありません。 

ハードディスクディスクドライブの交換 

Q を意： 残しておきたし、データを巧巧している"ードディスクドライブを空換する場合は、ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開始します。 

1. 巧業を閱始ずる 前に のキ IIIM じがって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーホ取りがします ( コンピュータカバーの交 抱 を参睛）。 

3. 電源ケーブルとデータケーブルを/\-ドディスクドライブからタルます。 

じ メモ； この時点では别のドライブを取り付けない場合、データケーブルのもう一方の端をシステムを板からかして保管しておきます。データケーブルは、後ほどハードディスクドライブを取 
り付けるときに使用できます。 



1 

肩がきネジ (4) 

2 

レバー 

3 

システム基板コネクタ(巧意の利巧可能コネクタ SATA 0 〜 SATA 3 ) 

4 

電源ケーブル 

5 

"-ドディスクドライブ 

6 

ス□ツトロ） 

7 

シリアル ATA データケーブル 




4. ハードディスクドライブベイの側面にあるレバーを巧し、ドライブをスライドさせて持ち上げ、シヤーシから取り外します。 


b メモ； このドライブを取りかすことでドライブ構巧が変わる場合は、変更をセットアップユーティリティで反映させる必票があります。コンピュータを再起動する際に、セットアップユーティリ 
ティを起動 （ セットアップユーティリ ティ を参照）してからセットアップユーティリティの 「 Drives 」 セクションじち動し、 Drive 0 through 3 でドライブを正しい構成に設定します。 

Q を意： ドディスクドライブの取りタルまたは取り換え中に、/、ードディスクドライブの回路基樹こ復をがけなし、ようにま意してください。 


5. ハードディスクドライブを取り付ける瞭、マニュアルをチェックして、そのハードディスクドライブがお使いのコンピュータ用に設定されているかを確認してくださし、。 






















氏肩付きネジ4本をハードディスクドライブに取り付けます。 

7. 電源ケーブルとデータケーブルをドディスクドライブに接続します。 

8. 電源ケーブルとデータケーブルをシステム基ネ反に怯続します。 

9. M - ドディスクドライブの眉付きネジを、"ードディスクドライブベイの切り込みに合わせ、ドディスクドライブをベイに置きます。 

10. /、ードディスクドライブを、カチッと巧をの巧圏こしっかりと収まるまでスライドさせ、/、ードディスクドライブベイに差し込みます。 

11. すべてのケーブルが正しく巧続され、しっかりと装着されていることを確認します。 

12. コンピュータカバーを取りせけます ( コンピュータカバーの 交撫 を 参照）。 

13. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

光学ドライブの交換 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順にがって作業してください。 

2. コンピュータカバーを取りかします ( コンピュータカバーの 交換 を 参照）。 

3. 前面パネルを取り列•します （ 巧面パネルの交 巧 を をお）。 



[1 ] が草朽ィブ ] 2 [レバ_ ] 

4. 電源ケーブルおよびデータケーブルを光をドライブの背面からかします。 

じ メモ： 現在コンピュータに光をドライブカ《1台しか取り付けられておらず、そのドライブを取り外して、当面は別のドライブを取り付けない場合は、データケーブルをシステムを巧から外し 
て保管しておきます。 

5. レバーを慎重に引いて、光学朽イブを巧します。 

6. 光学ドライブを押してスライドさせ、コンピュータの前面から取り出しまず。 


7. 光学ドライブを取り付けるじは、光学ドライブに肩付きネジを4本取り付けます。 














1 

化をドライブ 

2 

ネジ (4) 


8. 光学ドライブの肩付きネジを光学ドライブベイの切り込みに合わせます。 

9. カチッと所定の位置に収まるまで、光罕^'‘ライブを慎重にスライドさせます。 

10. 電源ケーブルとデータケーブルを化をドライブに巧結します。 

11. 電源ケーブルとデータケーブルをシステム基巧に接続します。 

12. 前面パネルを取り付■けます （ 前面パネルの交抱 をを招）。 

13. コンピュータカバーホ取 LJ かけます ( コンピュータカバーの交 抱 を 参隔）。 

14. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接結して、電源を入れます。 

b ゾモ： 新しいドライブを取 y 付ける場合は、ドライブ操作のために必要なソフトウェアのインストールに関するドライブ付属のマニュアルを参照してくださし、。 

メディアカードリーダーの交換 

1. 巧業を閱始ずる 前に の 手順じがって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーホ取りがします ( コンピュータカバーの交 抱 を 参睛）。 

3. 前面パネルを取りかします （ 巧面パネルのを 抱 を を昭）。 

4. 光学ドライブを取りがします (光学ドライブの 交換を 参照）。 



* 巧«じぶつてはない:！さび巧0ます， 
































11 I 光をドライブ |2 I パネ式留め具 I 3 I メディアカードリーダー 


5. メディアカードリーダーの背部、およびシステム基キ反上の巧蔵 USB コネクタ （ F _ USB 5) から FlexBay USB ケーブルおよび電源ケーブルをみします （ システムをおの コンポーネント を 参照）。 
t 2つのパネ式留め具を巧し、メディアカードリーダーを FlexBay ドライブケージと共にスライドさせて FlexBay スロットから取り出します。 

7. メディアカードリーダーを FlexBay ドライブケージに固定している2本のネジを取り外します。 

8. メディアカードリーダーを持ち上げて、 FlexBay ドライブケージから離します。 



1 

FlexBay ドライブケージ 

2 

パネ式留め具 (2) 

3 

ケージ切り込み (2) 

4 

メディアカードリーダー 

5 

ネジ (2) 




9. メディアカードリーダーを取り付けない場合は、次を実行します。 

a . 化をドライブを取り讯ナます （ お早:ドライブの交 巧 を 参蹈）。 

b . FlexBay ドライブインサートを取り付■けます。 

C . 前面パネルを取りがけます ( 前面パネルのを 換 を 参照）。 

d . コンピュータカバーを取り付けます ( コンピ ュータ カバーのを披 を参醉-)。 

10. 新しいメディアカードリーダーを取りがける場合は、メディアカードリーダーを捆包から取り出します。 

11. FlexBay ドライブインサートを取りがします （ FlexBav / FlexDock ドライブカバーの 取り付け を 参照）。 

12. 2つのパネ式留め具を巧し、 FlexBay ドライブケージをスライドさせてシステムの前面から取り出します。 

13. メディアカードリーダーを FlexBay ドライブケージに置き、それをケージ切り込みに向けてスライドさせ、その切り込みとメディアカードリーダーの切り込み巧とを揃えます。 

14. メディアカードリーダーの2 っのがなを FlexBay ドライブケージと合わせます。 

15. 2本のネジを綿めて、メディアカードリーダーを FlexBay ドライブケージ巧に固まします。 

16. メディアカードリーダーの入った FlexBay ドライブケージを、カチッと巧定のは置に収まるまで FlexBay ス□ツトにスライドさせます。 

。 メモ： FlexBay ケーブルを接続する前に、メディアカードリーダーが取り巧けられてしぶことを確認します。 

17. FlexBay USB ケーブルを、メディアカードリーダーの背面と、システム基板上の内蔵 USB コネクタ （F USB 5) に巧続します ( システム基板の コンポーネント を 参照）。 

18. 化をドライブを取り付けまず （ 光旱1ドライブの交 頸 を 参照）。 

19. 前面パネルを取りがけます ( 前面パネルの交 槪 を参 暖）。 

20. コンピュータカバーを取リイ汁けます ( コンピュータカバーの巧 巧 を を照）。 

21. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 



















F = lexDock の交換 


1. 巧業を閱始する 前に の 丰 I 帽じ巧って作業してください。 

2. コンピュータカバーホ取りがします ( コンピュータカバーの交 抱 を 参睛）。 

3. 前面パネルを取りかします （ 前面パネルのを 抱 を を昭）。 

4. 光をドライブを巧りかします （ 化をドライブのを巧 ホき随）。 



♦ 巧 g こぶつてはない:1含び友0ます， 


1 

FlexDock ケーブル 

2 

パネま留め具 

3 

FlexDock 


5. FlexDock の背面およびシステム基キ反の内商 USB コネクタ （ F _ USB 1) 力、ら FlexDock USB ケーブルを取り外します ( システムさ巧のコンポーネント を参照）。 

6. 2つのバネ式留め具を押し、 FlexDock を FlexDock ドライブケージと共にスライドさせて FlexDock スロットから取り出します。 

7. FlexDock を FlexDock ドライブケージに固定している2本のネジを巧します。 

8. FlexDock を持ち上げて、 FlexDock ドライブケージから離します。 



1 

FlexDock ドライブケージ 

2 

バネま留め具 (2) 

3 

ケージ切り込みに） 

4 

FlexDock 

5 

ネジ (2) 




9. FlexDock を取り付けない場合は、次を実行します。 

a . 光学:ドライブホ取リイ汁けます （ 光草:ドライブのを 巧 を を照）。 




























t). FlexBay/FlexDock ドライブカバーを取り付けます。 
c. 前面パネルを取りけ•けます ( 前面パネルの交換 を 参照）。 


d. コンピュータカバーを取り付けます ( コンピュータカバーの 交換 を 参照）。 

10. 新しい FlexDock を取り付ける場合は、 FlexDock を巧包から取り出してくださし、。 

11. FlexBay/FlexDock ドライブカバーを取りみします （ FlexBaWFlexDock ドライブカバーの 取り付け を 参照）。 

12. 2つのパネ式留め具を巧し、 FlexDock ドライブケージをスライドさせてシステムの前面から取り出します。 

13. FlexDock を FlexDock ドライブケージに置き、それをケージ切リ込みに向けてスライドさせ、その切り込みとメディアカードリーダーの切り込み巧とを揃えます。 

14. FlexDock の2つのネジ巧を FlexDock ドライブケージに合わせます。 

15. 2本のネジを締めて FlexDock ドライブケージ巧に FlexDock を固定します。 

16. FlexDock スロットで、 FlexDock ドライブケージを FlexDock と共にカチッと巧をの位置に収まるまでスライドさせます。 

。メモ： FlexDock ケーブルを巧続する前に、 FlexDock が取り付けられてし、ることを確認して〈ださい。 

17. FlexDock USB ケーブルを、 FlexDock の背面と、システム基板上の巧蔵 USB コネクタ （F U5B1) に巧結します （ システム基板の コンポーネント を 参照）。 

18. 化をドライブを取り付けます ( 光をドライブの交 拽 を参 障.）。 

19. 前面パネルを取り巧けます ( 前面パネルの 交換 を 参照）。 

20. コンピュータカバーを取リイ汁けます ( コンピュータカバーの巧 巧 を を照）。 

21. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


F = lexBay / FlexDock 簡易金属板の取り外し 


プラスドライバの先端を簡易金属巧のスロットに合わせ、ドライバをが側に回転させて金属板を破り、取りがします。 



FlexBay / NexDock ドライブカバーの取り付け 

















1 

前面パネル 

2 

FlexBay ドライブカバーレバー 

3 

FlexBay ドライバカバー 


1. 前面パネルを取り列•します ( 前面パネルのを 換 を 参照）。 

2. FlexBay ドライブカバーのレバーを外側に向かって慎重に巧し、ロックをかします。 

3. FlexBay ドライブカバーを前面パネルから引き出します。 

4. FlexBay ドライブカバーを取り付■ける場合、 FlexBay ドライブカバーを巧をの位圍こ揃えます。 

5. カバーのレバーを、カチッと所定の位置じ収まるまで前面パネルに向かって押します。 

Q を意： FCC 規定に準拠するため、コンピュータから FlexBay ドライブが取り外されている時は常に FlexBay ドライブカバーを取り付けることをお勧めしまず。 


且夕に屋る 











目次に戻る 


ファンの交換 

Dell Studio ™ Slim 540 s サー ビス マニュアル 

♦ シヤーシファンの交換 

♦ プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリの交換 


A 警吿； コンピュータ巧巧の作業を抢める前に、お巧いのコンピューかこ付*しているガイドのま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。まをにお巧いいただ<ための 
ベストプラクティスの追な] if 報に曲しては、規が顺守ホームベージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご91<ださい。 

A 警を： 巧■、ファンプレ-ドによるち巧、その化の予期しないを巧を巧ぐために、カバ-を曲く前に必ず、コンピュ-夕の■巧ブラグをコンセントから巧いてください。 

シャーシファンの交換 

Q ま意： シヤーシフアンを取りかす際は、ファンのお樹こ帥れないでください。フアンが損惕する恐れがあります。 



1 

シャーシファンガイド 

2 

ファン上卽切り込み 

3 

ネジ 

4 

シャーシフアン 


1. 作業を開抬ずる 前に の 手II盾に従って作業してください。 

2. コンピユータカバーを取りかします ( コンピユータカバーの 交赖 を 参照）。 

3. シャーシフアンケーブルを、システム基巧コネクタからがします （SYS_FAN1)。 

4. シャーシファンをシャーシに固をしているネジを巧しまず。 

5. シャーシフアンをスライドさせてシャーシから取り外します。 

6. シャーシフアンを取りかけるには、ファン上部切 y 化みをシャーシのフアンガイドに揃え、シャーシに向かってシャーシフアンを押します。 

7. シャーシフアンを所定の位:置へスライドさせます。 

8. シャーシファンをシャーシに固をするネジを取り付けます。 

9. シャーシフアンケーブルをシステム基板コネクタに怯続します （SYS_FAN1)。 

10. コンピユータカバーを取り付けます (コンピユータカバーの 交換を 参照）。 


プロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリの交換 

A 找な茲 難•シ- ルドが ぁっても' トトシンク ァ センブ ，"王 正論中 1™^ 


















Q を意： プロセッサファンおよびヒートシンクアセンブリを取り外す際は、ファンの巧根に触れないでください。ファンが損傷する巧れがあります。 
〇 ホ意： ヒートシンクがきプロセッサファンは単一の装置です。フアンを個別に取り巧そうとしないで〈ださい。 

1. 巧業を閱始ずる 前に の 手 IIIM じがって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーホ取りがします ( コンピュータカバーの交 抱 を 参睛）。 

3. システム基板の FAN_CAGE コネクタからフアンケーブルをかします （ システム基板のコンポーネント を参照）。 

4. プ□セッサファンおよびヒートシンクアセンブリの上に配線されているケーブルをすべて慎重にまとめます。 

5. プ□セッサフ ァン およびヒートシンクアセンブリを固をしてし、る4本のネジを緩め、まっすぐ上に持ち上げます。 

^ メモ： おほいのコンピュータのプロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリは、巧の図とは異なる場合があります。 



1 

ブロセツサフアンおよびヒートシンクアセンブリ 

2 

ネジ (4) 

3 

CPU フアンケーブル 


6. プロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリを交換するために、ヒートシンク底部のサーマルグリースを巧き取ってください。 

〇 を意： 新しいサーマルグリースを塗ってください。新しいサーマルグリースは適切な熱接合を保つために極めて重要で、プロセッサが適切に動作ずるための必須条件でず。 

7. プ□セッサの上面にサーマルグリースを新たに塗布します。 

8. プ□セッサフアンおよびヒートシンクアセンブリのネジを、システム基板の4つのネジ巧突起に揃えます。 

9. プ□セッサフ アン およびヒートシンクアセンブリを固をする4本のネジを姉めます。 

心 メモ： ブロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリが正し〈装着され、しっかり固定されてし、るか確認します。 

10. プロセッサフアンおよびヒートシンクアセンブリのケーブルをシステム基巧の CPU^FAN コネクタに巧結します （ システム其キ反のコンポーネント を参蹈）。 

11. コンピュータカバーホ取りかけます ( コンピュータカバーの交 巧 を を睛）。 

12. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

















目次に戻る 


前面パネルの交換 

Dell Studio … Slim 540 s サー ビス マニュアル 

A 替告； コンピュータ巧部の作業を枯める前に、お巧いのコンビュータに付属しているガイドの安全にも’巧いいただ<ためのを意事巧をお読みください。安をにお巧いいただ<ための 
ベストプラクティスのを化情巧に拍しては、規制頭守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご9|<ださい。 

1. 巧業を閱始ずる 前に の手 IIIM じがって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーを取りかします (コンピュータカバーの 交換を参照）。 



1 

前面パネル届面タブ (3) 

2 

前面パネル上卽タブ (3) 

3 

前面パネル 




3. 前面パネル上部タブを1つずつつかんで持ち上げ、コンピュータの前面からかします。 

4. 前面パネルを取りがける口ま、前面パネル底部タブをシャーンの前面パネルヒンジに揃えて挿入します。 

5. 前面パネルをコンピュータのち向に回転して所定の位置に力于ッと固定します。 

氏 コン ピュ ータ カバーを取り付けます (コン ピ ュータ カバーのを 擅を 参照）。 


且ジに夏る 


















目次に戻る 


前面 I / O パネルの交換 

Dell Studio … Slim 540 s サー ビス マニュアル 

A 替告； コンピュータ巧部の作業を枯める前に、お巧いのコンピューかこ付属しているガイドの安全にも’巧いいただ<ためのを意事項をお読みください。安全にお巧いいただ<ための 
ベストプラクティスのを化情巧に拍しては、規制顆守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご9|<ださい。 

1. 巧業を閱始ずる 前に の手 IIIM じがって作業して < ださい。 

2. コン ピュータカバーを取りかします ( コン ピュータカパーのを 換 を参障.）。 

3. 前面パネルを取り列•します ( 前面パネルの 交換 を 参照）。 

4. お張力ードがあれば取り列•します （ PCI/PCI Express 力ードのを 換 を参照）。 

〇 ホ意： 後で正しく配線しなおせるよう、をケーブルの配線経路をメモしておいて〈ださし、。ケーブルが抜けてし、たり配線が間違っていた y すると、コンピュータじ問題が生じることがあります。 

5. I/O パネルに挽続されている前面パネルケーブル （F_PANEL)、 前面パネルオーディオケーブル （F_AUDI0)、 および前面 I/O USB ケーブル (F_USB2) を、システム基板から取り外します。 

6. I/O パネルをシャーシに固定しているネジを外します。 

7. I/O パネルを横にスライドさせ、 I/O パネル留め具を I/O パネル留め具ス □ット から巧します。 

8. 既存の I/O パネルをコンピュータから慎重に取りがします。 



1 

I/O パネル 

2 

ネジ 


9. 新しい I/O パネルを取り付けるには、 I/O パネル留め具を I/O パネル留め具スロットに合わせて差込みまず。 

10. I/O パネルをシャーシに固定しているネジを締めます。 

11. ケーブルをシステム基巧に再度接結しまず。 

12. 植張力ードがあれば取り付けます （ PCI/PCI Express 力ードの交が を参輯）。 

13. 前面パネルを取り付■けます （ 前面パネルのを袍 をを揭）。 

14. コンピュータカバーを取りかけます ( コンピュータカバーの交 抱 を をお）。 

15. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 






















目次 [こ 房る 



目次に戻る 

メモリモジュールの交換 

Dell Studio … Slim 540 s サー ビス マニュアル 

A 替告； コンピュータ巧部の作業を枯める前に、お巧いのコンピューかこ付属しているガイドの安全にも’巧いいただくためのを意事項をお読み<ださい。安をにも'巧いいもだ<ための 
ベストプラクティスのを化情巧に拍しては、規制顧守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご9|<ださい。 

1. 巧業を閱始ずる 前に の手 IIIM じがって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーを取り外します ( コンピュータカパーのを 換 を参障.）。 

3. システム基板上のメモリモジュールの位置を確認します （ システム基おのコンポー キント を参照）。 

4. メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを巧し開きます。 



1 

固をクリップ 

2 

メモリモジュールコネクタ 


5. モジュールをつかんで引き上げます。 

モジュールが取りかしに<い場合は、モジュールを前紛こ轻〈動かして緩め、コネクタから取りがします。 


Q を意： ECC メモリモジユールを取り付けないでください。 

〇 を意： メモリのアッブグレード中にコンピユータから元のメモリモジユールを取り外した場合、新しく装着するモジユールを Del | TM 力、らお買い上げになったとしても、元のメモリモジユールと新しい 
^ メモリモジユールは個別に保管して〈ださい。できるだけ、新しいメモリモジユールと元のメモリモジユールをペアにしないで〈ださい。ペアにすると、コンピユータが正し<起動しない場合がありま 
す。推奨されるメモリ構巧は、な下のとおりです。 

同じメモリモジユールのペアを DIMM コネクタ1と2に装着。または、 

DIMM コネクタ1および2に同じメモリモジユールのペアを取り付け、同時に DIMM コネクタ3と4にもう1組の同じメモリモジユールのペアを取り付ける。 

。 メモ： PC 2-5300( DDR 2 667 MHz ) と PC 2-6400 ( DDR 2 800 MHz ) のメモリモジュールのペアを組み合わせて装着した場合、装着したモジュールのうちの遅い方のスピードで動巧しま 


6. 他のコネクタにメモリモジュールを装着する前に、プロセッサに最も近いコネクタの DIMM コネクタ1に単一のメモリモジュールを装着するようにしてください。 



1 

ペア A ; DIMM 1および DIMM 2コネクタ 

2 

ペア B ; DIMM 3および DI MM 4コネクタ 


の同にメモリモジユールのペア 


の同にメモリモジュールのペア 


7. メモリモジュールのを面の切り込みを、コネクタ巧のタブに合わせます。 















1 

切リタき (2) 

2 

メモリモジ ュール 

3 

切り化み 

4 

タブ 


Q を 意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、モジュールの両端に均等に力を入れて、コネクタにまっすぐ差し込むようじしてください。 

8. メモリモジュールを、カチッと巧をの位置に収まるまでコネクタにしっかりと押し込みます。 

モジュールが適切に巧入されると、固定クリップはモジュール両端の切リタきにカチッと収まります。 



9. コンピュータカバーを取り付けます ( コンピュータカバーの 交拽 を 参照）。 

10. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

11. メモリサイズが変更されたことを示すメッセージが表示されたら、 < F 1> を巧して結巧します。 

12. コンピュータじログホンします。 

13. Windows デスクトップの My Computer (マイコンピューかアイコンをちクリックし、 Properties (プロパティ）をクリックします。 

14. General (全般）タブをクリックします。 

15. 表示されているメモリ （ RAM ) の容量を巧詔して、メモリが正し<装着されているか確認します。 


目次に戻る 










目次に戻る 


電源装置の交換 

Dell Studio … Slim 540 s サー ビス マニュアル 

A 替告； コンピュータ巧部の作業を枯める前に、お巧いのコンビュータに付属しているガイドの安全にも’巧いいただ<ためのを意事巧をお読みください。安をにお巧いいただ<ための 
ベストプラクティスのを化情巧に拍しては、規制顆守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご9|<ださい。 

^ 警告； 巧電、ファンブレードによるち巧、その化の予期しないを巧を巧ぐために、カバーを開くかに化ず、コンピュータの電巧プラグをコンセントから巧いてください。 

〇 を意： ハードウエアの取りがしと取り付けに慣れている方な州ま、次の手順を巧わないでください。これらの手 li 民は正しく行わないと、システムを佩こ損傷をちえる巧れがあります。テクニカルサ 
>ポートに関するデルへのお問い合わせは、『セットアッブガイド』を参照して〈ださい。 

1. 巧業を閱おずる 前に の 手順じがって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーホ取りがします ( コンピュータカバーの交 抱 を 参睛）。 

〇 を 意： 電源ユニットのケーブルをがす前に、宮■電源コネクタの位置と ID をメモしておいてください。 

3. 電源ユニットから出ている DC 電源ケーブルをたどり、接結されてしぶを電源ケーブルを巧しまず。 

じ メモ： DC 電源ケーブルをシステムを板およびドライブから取り外す隐は、コンピュータシャーシ内のタブの下の配線経路をメモしておいてください。これらのケーブルを再び取り付ける際 
は、巧まれたリキ斤れ曲がったりしないようじ、適切に配線して〈ださい。 

4. 電源装置をコンピュータシャーシの背面に固定する3本のネジを外します。 



1 

ネジ (3) 

2 

電源 ユニット 


5. 電源装置をコンピュータの前面に向けてスライドさせ、持ち上げます。 

6. 交換巧の電源装置をコンピュータの背面へスライドさせます。 

A 警告； ネジはシステムの#■巧なちの重要な-巧であることから、すべてのネジをな y 付けて巧めなかった場合、雪気ショックの巧因となる可化性があ y ます。 

7. 電源装置を コン ピュータシャーシの背面に固定する3本のネジを取り付けます。 

Q ホ意： DC 電源ケーブルをシャーンタブの下に配線します。損傷を防ぐため、ケーブルは正しく配線する必要があります。 

8. DC 電源ケーブルをドライブとシステム基巧に再度巧結します。 

。 メモ： すべてのケーブル巧続をチェックして、しっかり接続されてし、ることを確認してくださし、。 














9. コンピュータカバーを取り付けます (コンピュータカバーの 交換を 参照）。 


10. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 





目次に戻る 

システム基板の交換 

Dell Studio … Slim 540 s サー ビス マニュアル 

A 替告； コンピュータ巧部の作業を枯める前に、お巧いのコンビュータに付属しているガイドの安全にも’巧いいただ<ためのを意事巧をお読みください。安をにお巧いいもだ<ための 
ベストプラクティスのを化情巧に拍しては、規制頭守ホームぺージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご9|<ださい。 

〇 を 意： ハードウエアの取りがしと取り付けじ慣れている方な州ま、次の手順を巧わないで<ださい。これらの手 I 頃は正しく行わないと、システムる佩こ損傷をちえるおそれがあります。テクニカル 
>サポートに関するデルへのお問い合わせは、『セットアップガイト 1 を参照してください。 

1. 巧業を閱おずる 前に の キ IIIM じがって作業して < ださい。 

2. コンピュータカバーホ取りがします ( コンピュータカバーの交 抱 を 参睛）。 

3. システム其あの拖張力ードをすべて取り外します （ PCI/PCI Express 力ードの交 梅 を を昭）。 

^ 警告： 巧甫の動作中、プロセッサヒートシンクは非常に亩温にな y ます。ヒートシンクに曲れる前に十かに時 ra をおき、ヒートシンクの温度が下がっていることを巧皮してください。 

4. プ□セッサを取りかします ( ブロセッサの交 梅 を 参聞）。 

5. メモリモジュールを巧りみし （ メモリモジュールの交 巧 を き鹿）-システム某板を取り替えち後に同じ場所にメモリモジュールホ取リイ寸けることが出ホるようじ.どのメモリモジュールをどのメモリソ 
ケットから取りかしたかを記録します。 

〇 を意： 後で正しく配線し直せるよう、各■ケーブルの配線経路と位置をメモしておし、て<ださい。ケーブルが抜けてし、たり配線が間違ってし、たりする t コンピュータに問題がまにることがあります。 

6. システム基板からすべてのケーブルを巧します。 

7. システム基板からネジを8本かします。 



1 

ネジ (8) 

2 

システム基巧 


8. システム基板を持ち上げて取り外します。 

〇 を意： システム基板を交換する場合は、取り付けるシステム基板と既存のシステム基板の外観を比較し、正しし、部品を使巧してし、ることを確認します。 
b メモ： 交換巧システム基板上のコンポーネントおよびコネクタの一部は、元のシステム基巧上じある既存コネクタとは別の場所にある場合があります。 
b メモ： 交換用のシステムを板上のジャンパは、工場出荷時に設を巧みです。 

9. システム基板のキジ巧とシャーシのネジ巧を揃えて、システム基板の方向を合わせます。 

10. 8本のネジを綿めて、システム基板をシャーシに固をします。 

11. システム基板から取りかしたケーブルを取り付けます。 

12. プロセッサを取り付けます (ブロセ‘2サのを 渔を 参照）。 


Q を意； ヒートシンクアセンブリカなしく装着され、しっかり固定されているか確認します。 
















13. メモリモジュールを取り付けます (メモリモジュールの 交換を 参照）。 


14. システム真板上の拖張力ードをすべて巧リイ寸けます （ PCI/PCI Express 力ードの巧が ホを照）。 

15. コンピュータカバーホ取りかけます ( コンピュータカバーの交 巧 を を睛）。 

16. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接結して、電源を入れます。 

17. 必要に応じてシステム BIOS をフラッシュします。 

。メモ： BIOS のフラッシュじ閣する詳細は、 BIOS の フラッシュ を 参昭してください。 

且夕に夏る 
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セットアップユーティリティ 

Dell Studio™ Slim 540s サー ビス マニュアル 

♦ MM 

♦ バスワードを忘れたとき 

♦ CMOS 設定のクリア 

♦ BIOS のフラッシュ 


概要 

セットアップユーティリティは次の場合に使用しまず。 

Iお巧いのコンピュータじ/、ードウエアの追加、変更、または取り外しを斤った後のシステム設定情報の変更 
Iユーザーパスワードなどユーザー選巧可能ホブシヨンの設定または変更 
I現在のメモリ容量の確認や、取り付けられたハードドライブの種類の設定 

〇 を意： コンピュータに詳しい方 W 外は、このプログラムの設まを変更しないでください。設まを間違えるとコンピュータが正常に動作しなくなる可能ながあります。 

^ ゾモ： セットアッブユーティリティを使用する前に、システム設定画面の情報を今後の参考のために控えておくことをお勧めしまず。 

セットアップユーティリティの起動 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. 青い DELL™ のロゴが表示されたら、 F2 プロンプトが表示されるのを待ち、表示後すぐに<口>を巧します。 

心 メモ： F2 ブロンブトは、キーボードが初期化されたことを示します。このプロンプトは瞬時に表示されるため、表示されるのを気を付けて待ち、<口>を巧す必要があります。ブロンブト 
が表示される前に <F2> を巧した場合、そのキーストロークは無視されます。ここで時間をおきすぎてオペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft ⑥ Windows ⑥ 
デスクトップが表示されるまで待ちます。次にコンピュータをシャットダウンして （ コンピュータの電源を切る ホ参照）もう一度やりなおします。 


セットアップユーティリティ画面 


セットアップユーティリティ画面じは、お使いのコンピュータの現在の設定または変更可能な設定の情報がき示されます。画面の情報は、オプションのリスト、アクティブなホブションのフィールド、キー操 
巧という3つの領域に分割されています。 


Menu - セットアップユーティリティウィンドウの上がにき示されます。このフィールドじは、セットアップユーティリティホプシヨンにアクセスずるためのメニユーが用意されています。 <<-> および 
<-» キーを巧して移動します。 Menu ホプシヨンをハイライトき示すると、お使いのコンピュータに取り付けられたハードウエアを定義するオプションが Options List に表示されます。 


Options List - セットアップユーティリティウィンドウのち側に 
き示されます。このフィールドには、取り付けられたハードウェア、 
省電力檢能、およびセキュリティ港能を含む、コンピュータの構成 
を定義するオプションが表示されます。 

上下矢印キーを使巧して、リストを上下にスクロールしまず。ホプ 
シヨンをハイライト表示すると、そのホプシヨンの現在の設定およ 


Options Field - Options List のち側に表示されます。 Options List に表示され 
たをホブシヨンの情報を示します。このフィールドでは、お使いのコンピユータに関する情報 
を表示したり、現在の設定を変更したりできます。現なの設定を変更するには、 <Enter> 
を巧します。 Options List に房るには、 <ESC> を巧します。 


Help - セットアップユーティリティの 
ち側にき示されます。 Options List 
で選択したオプションのヘルプ情報を 
します。 


び利用可能な設定が Options Field に表示されます。 


メモ： Options Field に表示されている設定には、変更できないものもあります。 
Key Functions - Options Field の下にき示されます。アクティブなセットアップユーティリテイフイールドのキーとその機能を一黄表示します。 


セットアップユーティリティのオプション 

^ メモ： お使いのコンピュータおよび取り付けられているデバイスによつ口±、本項に記載された項目が表示されない、または記載通りに表示されない場合があります。 


Main 

System Date 

現巧の曰付設をを mm:dd:yy のおまで表示します。 

System Time 

現なの時間設定を hh:mm:ss のお式で表示します。 

SATAO 

SATA0 に内蔵されている SATA ドライブを表示します。 

SATAl 

SATA1 に内蔵されている SATA ドライブを表示します。 

SATA2 

SATA ポートは存在しません。 

SATA3 

SATA ポートは巧巧しません。 

SATA4 

SATA2 じ内蔵されている SATA ドライブを表示します。 

SATA5 

SATA3 に内蔵されている SATA ドライブを表示します。 

System 1 nfo 

BIOS バージ ヨン、 システムち、 Asset Tag およびサービスタグを表示します。 
























Memory Info _[ IS り付けられているメモリの量、メモリ速度、チヤネルモード(デュアルまたはシングル）、取りかけられているメモリのタイプを示します。 


Advanced 

CPU type 

インストールされた CPU のタイプを示します。 

L 2 Cache 

CPU L 2 キャッシュの量を示します。 

Advanced Chipset 
Features 

ビデホメモリの量を示します 
(デフホルトは32 MB )。 

Integrated Peripherals 

システムに搭載されたデバイスおよびポートを有効または無劲にできます。 

CPU Configuration 

システムのパフホーマンスをおおする CPU 機能を有巧または無効にできます。 

USB Configuration 

USB コントローラを有効または巧効に設定できます。 

Power 

Power Management 
Setup 


ACPI Suspend Type 

ACPI サスペンドタイプを指定します。デフォルトは S 3 です。 

Remote Wake Up 

このオプションを選おすると、ユーザーが LAN を介してコンピュータにアクセスしようとすると、コンピュータの電源がオンになります。 

Auto Power On 

コンピュータの電源を自動的にオンにするアラームの設定が可能になります。 

Auto Power On Date 

コンピュータの電源を自動的にホンにする日がけの設定が可能じなります(デフォルトは0)。 

Auto Power On Time 

コンピュータの電源を自動的にホンにする時間の設定が可能になります(デフホルトは0:00:00)。 

AC Recovery 

Off . On , Last (デフォルトは〇け)。 

Boot 

Boot Device Priority 

起動デバイスの順序を設まします。コンピュータに巧続された起動可能なデバイスだけが、オプションとして一監表示されます。 

Removable Device 
Priority 

接続されたリムーバブルデバイスの間で起動擾先度を設定します。 

Hard Disk Boot Priority 

/\-ドディスクドライブの起動擾先度を設をします。表示される項目は、検出される/\-ドディスクドライブにしたがって動的に表示されます。 

CD/DVD Boot Priority 

CD / DVD ドライブの起動優先順位を設定します。表示される項目は、検出される/\ードディスクドライブにしたがって動的に表示されます。 

Boot Settings 
Configuration 

高速起動、 Numlock 、 キーボードエラーを設定します。 

Security 

パスワードを有効、無効.または変更するオプションを提おします。 

Exit 

Exit Options 

Exit Saving Changes (変更を保巧して終了）、 Exit Discarding Changes (変更を破棄して終了）、 Load Setup Default (セットアップデフホ J レトの読み込 
み）、および Discard Changes (変更を破寞）のオプションがあります。 


起動順序 

この磯能で、デバイスの起動順巧を変更できます。 


起動オプション 

I Hard Drive - コンピュータはプライマリ m- ドディスクドライブからの起動を試みます。オペレーティングシステムがドライブにない場合、コンピュータはエラーメッセージをち巧します。 

I CD / DVD Drive -コンピュータは CD ドライブからの起動を試みます。ドライブに CD / DVD がない場合、あるいは CD / DVD にオペレーティングシステムがない場合、コンピュータはエラー 
メッセージを生巧します。 

I USB Flash Device - USB ポートにメモリデバイスを挿入し、コンピュータを再起動しまず。画面の右上隅に f 12 。 Boot Menu と表示されたら、 < F 12> を巧します。 BIOS がデバイス 
を認識し 、 USB flash オプションを起動メニューに追加します。 

b メモ： USB デバイスから起動する口よ、そのデバイスカ S 起動可能でなければなりません。お使いのデバイスカ S 起動巧能デバイスであることを確認するには、デバイスに付属のマニュアルを参照し- 

一回のみの起動順序の変更 

この磯能を利用して現巧の起動順をを変更します。例えば 、 『Drivers and Utilities ! メディアから Deli Diagnostics (訖断)プログラムを実巧するため、 CD / DVD ドライブから起動します。診断テス 
卜の完了を、起動順をはな前の順前こ戻ります。この機能を使って、フロッピードライ义メモリキーなどの USB デバイスからコンピュータを再起動することができます。 

1. USB デバイスから起動する場合、 USB デバイスを USB コネクタに巧続します。 

2. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

3. 画面のち上角じ F2 。 Setup 、 F12 。 Boot Menu とき示されたら、 < F 12> を押します。 

キーを巧すタイミングが遅れて、ホペレーティングシステムのロゴが表示されてしまったら 、 Microsoft Windows デスクトップが表示されるまでそのまま待港します。巧に、コンピュータをシャ 
ツトダウンして、もう一度やりなおします。 

すべての使用可能な起動デバイスを一黄表示した Boot Device Menu が表示されます。各■デバイスには、横に番号ががいています。 

4. Boot Device Menu で、起動するデバイスを選がします。 






























たとえば 、 USB メモリキーから起動ずる場合は、 USB Flash Device をハイライト表示して < Enter > を巧します。 

^ メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能でなければなりません。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動可能であるか痛認してくださし、。 

次回からの起動順序のを更 

1. セットアップユーティリティをお動します （ セットアッブユーティリティの 起動 を 参輯）。 

2. 矢印キーを巧って Boot メニューホブシヨンを/\イライト表示し、 < Enter > を巧してポップアップメニューにアクセスします。 

。 メモ： 後で元に房すこともできるよう、現在の起動順巧を書き留めておきます。 

3. デバイスのリスト巧を移動するには、上下矢印キーを巧します。 

4. プラス （+) またはマイナス (-) を押して、デバイスの起動順をををまします。 


パスワードを忘れたとき 

^ 替告： 本«の手巧を M 巧する前に、お使いのコンビュータに同巧の、巧をにお巧いいただけこめのを意に従ってくださし、。 
^ 警吿； パスワード股まをクリアするには、コンピュータをコンセントから外してお<化要があ y ます。 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順じがって作業して<ださい。 

2. コンピュータカバーホ取りがします （ コンピュータカバーの交 抱 を 参睛）。 

3. パスワードをリセットするには、巧を実斤します。 

a . システム基キ反上の3ピンパスワードコネクタ ( CLEAR _ PW ) を確認します。 ( システム其板のコンポーネント をを照）。 



b . 2ピンジャンパプラグを2番および3番ピンから取り巧し、1まおよび2まピンに取り付けます。 

C. パスワードをクリアするために約5招•、間待ちます。 

d . 2ピンジャンパブラグを1番および2番ピンから取りがし2番および3番ピンに再度取り付けて、パスワード谜能を有効にします。 

4. コンピュータカバーホ取 LJ かけます ( コンピュータカバーの交 抱 を 参隔）。 

5. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


CMOS 設をのクリア 







































^ 警告； 本巧の手巧を M 巧する前に、おほいのコンビュータに同巧の、巧全にお巧いいただくためのを意に巧ってください。 
A 替を ； CMOS S ををクリアするには、コンビ ュータ をコンセントからホしてお<化要があ y ます。 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従って作業してください。 

2. コンピュータカバーを取りかします （ コンピュータカバーの交 巧 を きお）。 

3. 現在の CMOS 設定をリセットします。 

a . システム基キ反上の3ピン CMOS ジャンパ (CLEAR COMS ) を確認しますく システム其巧のコンポーネント を参照）。 



b . CMOS ジャンパ (CLEAR CMOS ) の1まおよび2番ピンからジャンパプラグを取り外します。 

C. CMOS ジャンパ (CLEAR CMOS ) の2番および3番ピンにジャンパプラヴを取りかけて、約5砂間待ちます。 
d . ジャンパプラヴを取り外し、 CMOS ジャンパ (CLEAR CMOS ) の1番および2まピンに取り巧けなおします。 

4. コンピュータカバーホ取りかけます ( コンピュータカバーの交 巧 を を睛）。 

5. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


BIOS のフラッシュ 

BIOS は、アッブデートが利用可能な場合やシステム基板を交換する場合にフラッシュを行う必要があります。 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. おほいのコンピュータの BIOS アップデートフアイルをデルサポートサイト 5upport.jp.dell.com で検索して〈ださい。 

。 メモ： 米国な外の地域の場合は、デルサポートウェブサイト下部のドロップダウンリストから、お住まいの国/地域を選巧し、それからお使いのコンピュータ用の BIOS アッブデートファ 
ィルを検索します。 

3. Download Now (今すぐダウンロード)をクリックしてファイルをダウンロードします。 

4. Export Compliance 防 sclaimer (輪出じ関するコンプライアンスの免責事項）ウィンドウが表示されたら、 Yes, I Accept this Agreement (同意します)をクリックします。 

File Download (ファイルのダウンロード)ウィンドウがき示されます。 

5. Save this program to disk にのプログラムをディスクに保存します)をクリックし、 OK をクリックします。 

Save In (巧巧先）ウィンドウが表示されます。 

6. 下矢印をクリックして Save In (保を先)メニューを表示し Desktop (デスクトップ)を選巧して Save (保存)をクリックします。 

ファイルがデスクトッブにダウンロードされます。 

7. Download Complete (ダウンロードの完了）ウィンドウがき示されたら、 Close (閉じる)をクリックします。 


デスクトップにファイルのアイコンがき示され、そのファイルにはダウンロードした BIOS アップデートファイルと同じち前が付いています。 




























8. デスクトップ上のファイルのアイコンをダブルクリックし、画面の指示にないます。 
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技術概要 

Dell Studio ™ Slim 540 s サー ビス マニュアル 

♦ コンピュータ内自 
♦ システムさ巧のコンポーネント 


^ 警吿； コン ピュータ巧巧の作業を抬める前に、お巧いの コン ピューかこ付*しているガイドのま全にお巧いいただ<ためのを意事巧をおなみください。巧をにお巧いいただくための 
ベストプラクティスの追な]情報に曲しては、規が顆守ホームベージ （ www . dell . com / regulatory _ compliance ) をご91<ださい。 


コン ピュ ータ 内部 



1 

電源 ユニット 

2 

"-ドディスクドライブ 

3 

前面 I / O パネル 

4 

オプションのメディアカードリーダー付き FlexBay 

5 

光をドライブ 

6 

シャーシフアン 


システム基板のコンポーネント 





















7 ^ 干 7 -か馬 


劝 19 


17 1615 


1 

プロセッサソケット ( CPU ) 

2 

プロセッサフアンソケット ( CPU _ FAN ) 

3 

クリア CMOS ジャンパ （CMOS PW ) 

4 

CMOS ジャンパ （CLEAR CMOS ) 

5 

メモリモジユールコネクタ （DI MM 1) 

6 

メモリモジュールコネクタ （DIMM 3) 

7 

メモリモジユールコネクタ （DI MM 2) 

8 

メモリモジュールコネクタ （DIMM 4) 

9 

主電源コネクタ (ATX POWER ) 

10 

シリアル ATA ドライブコネクタ （ SATA 0) 

11 

シリアル ATA ドライブコネクタ （ SATA 1) 

12 

シリアル ATA ドライブコネクタ （ SATA 5) 

13 

シリアル ATA ドライブコネクタ （ SATA 4) 

14 

S / PDIF 出カコネクタ （ SPDIF _0 UT 1) 

15 

前面パネルコネクタ （F PANEL ) 

16 

FlexBay USB コネクタ （ F _ USB 5) 

17 

メディアカードリーダー USB コネクタ （F USB 4) 

18 

前面 USB っネクタ （F USB 3) 

19 

前面 I/O USB コネクタ ( F _ USB 2) 

20 

FlexDock USB コネクタ （ F _ USB 1) 

21 

前面1394コネクタ （ F _1394) 

22 

バッテリソケット 

23 

前面オーディオコネクタ （F AUDIO ) 

24 

PCI コネクタ （ PCI 1) 

25 

PCI Express xl コネクタ （PCI E _ X 1_2) 

26 

PCI Express xl コネクタ （PCI E _ X 1—1) 

27 

PCI Express xl 6 コネクタ （PCI E X 16) 

28 

ホーディホコネクタ 

29 

ビデオコネクタ （ HDMI ) 

30 

USB コネクタ （2) および LAN コネクタ （1) 

31 

シャーシフアンコネクタ （ SYS _ FAN 1) 

32 

USB コネクタ （2) および IEEE 1394コネクタ （1) 

33 

ビデホコネクタ ( VGA ) 

34 

S/PDIF コネクタ ( SPDIF _ OUT 2) 

35 

プロセッサ用電源 ( ATX _ CPU ) 




且ジに屋る 
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Dell Studio … Slim 540s サー ビス マニュアル 


メモ、 注意、警告 

^ メモ： コンピュータを使いやす<するための重要な情報を説明してしほす。 

〇 を 意： M - ドウエアの損傷やデータの損失の可能巧を示し、そのを険を回避するための方法を説明しています。 

A 警告： 物的損害、けが、または死亡のほ因となる可お性があることを示しています。 

この文書の情宙は、事前の通巧な < 変更されることがちります。 
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本書で使用される商標： Del し DELL のロゴ、および Dell Studio It, Dell Inc, の商標です。 I ntel は、 Intel Corporation の米国およびその化の国々 I こおける登録商標です。 Microsoft および Windows は米国およびその化 
の国における Microsoft Corporation の商標またはき録商傳です。 

この文書では.上記記かの商读およびをなちが巧用されている場合があリます。それらの商镇や会なをは、一切 Dell Inc. じ!を属するものではあ y ません。 
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